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論文 内 1::. 田容の要
感染宿主細胞からニワトリ赤血球凝集素を生産させる能力をもったワクチニアウイノレスの HA+株と生産
させる能力をもたない HA-株を用いて，両株ウイルス感染後の L細胞における赤血球の吸着， B型封入体
形成，多核巨細胞形成，及びウイノレス粒子の増殖について調べた。
その結果
(1) HA+ ウイルスが感染した細胞は細胞の凝集及び赤血球の吸着を示し， HA- ウイルスが感染した細
胞は多核巨細胞になり赤血球の吸着を示さなかった。
(2) HA+ ウイノレスの感染細胞では感染 10時間後に赤血球の吸着が見られ， ウイノレス粒子の増F直ととも
に24時間後に赤血球の吸着が最大に達した。赤血球の吸着はアクチノマイシン及びピュロマイシンによっ
て阻害されることから赤血球凝集素の生産がウイルス DNA による RNA 及び蛋白合成の結果であること
がわかった。マイトマイシン C は B型封入体の形成を阻害したが， 赤血球の吸着を阻害しなかった。この
ととはウイノレス DNA の合成が阻合されでも蛋白合成ば阻害されない乙とを暗示している。
(3) HA- ウイノレス感染細胞では感染 6 時間後に多核巨細胞が形成され，多核巨細胞形成は細胞当りの感
染粒子の増加とともに増大した。 マイトマイシン C及びアクチノマイシンはウイノレスの増殖を阻害したが
多核巨細胞形成を阻害しなかった。 ピュロマイシンはウイノレスの増殖及び多核巨細胞の形成を阻害した。
uv 処理をした HA-ウイノレスの感染細胞では多核巨細胞の形成は見られたが，熱処理をした HA- ウイノレ
スの感染細胞では多核巨納胞の形成は見られなかった口 乙のことは多核巨細胞の形成がウイノレス粒子の表
面の物質によって起る乙とを暗示している。
(4) HA+ ウイノレスと HA- ウイノレスの同時感染をお乙なった細胞では， 多核巨細胞の形成は見られず細





をもたない HA-株を用い，それぞれ単独に戎は両者を混合して組織培養された L細胞に感染させ， L細胞
におとる積々の性質をしらべたものである。
それを要約すると HA+ 株が感染した L細胞はやがて互に凝集をはじめ感染後 10時間日頃からニワトリ
の赤血球を吸着する能力がみられるが， それはウイノレスの増殖に伴って増加し24時間後に最大に達する。
乙の赤血球凝集素の産生はアクチノマイシンおよびピュロマイシンによって閉.古されることからウイノレス
の DNA に依存する RNA および蛋白の合成と関連のあることがわかる。 しかしマイトマイシン C ではウ
イルスによる B型封入体の形成は阻害されるが赤血球の吸着は阻J吉されなかった。 また紫外線或は熱で処
理した HA+ ウイノレスを用いた場合には赤血球凝集素の産生がおこらなかった。
一方 HA- 株では感染後 6 時間目頃から多核巨細胞が形成され， その形成力は細胞当りのウイノレス粒子
の数に比例する。 マイトマイシン C とアクチノマイシンはウイノレスの増殖を阻害するが，多核巨細胞の形
成は阻害しない。 しかしピュロマイシンは巨細胞の形成を阻害する c また紫外線処理をした HAーを用い
た場合は L細胞の巨細胞形成能力は阻古されなかったが， 熱処理をした HA- ウイノレスでは問害がおこっ
た円 乙のことは多核巨細胞の形成がウイノレス粒子の表面に存在する何等かの物質によっておこるととを暗
示している口
さらに HA+ ウイノレスと HA- ウイノレスを混合して同時感染を行なった場合には多核巨細胞の形成はみ
られず， HA+ ウイルスに特有な L細胞の凝集とニワトリの赤血球吸着がみられるのみであった。 乙の事
実は HA+ ウイノレスによってひきお乙される変化の方が HA ウイノレスによって生ずる変化より優性であ
ることを示している。
以上藤尾君の研究はワクシニアウイノレス lとみられる 2 種の変異株を利用し， それらが組織培養された晴
乳類の細胞に感染したとき， どのような変化を納胞に与えるかを詳細に解析し，あわせて同時感染の方法
によっていずれのウイ jレスが優性を示すかを明らかにしたもので， 乙れらの知見は同君の参考論文に発表
された他の知見と共に近年問題になっているウイノレス病の解析にも貢献するととろ多く， 理学博士の学位
論文として十分の価値あるものと認めるロ
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